
教科 数学科 学年 ２年 標準授業時間数 １０５時間（週３時間）

教科目標
数量，図形などに関する基礎的な概念や原理・法則の理解を深め，数学的な表現や

処理の仕方を習得し，事象を数理的に考察する能力を高めるとともに，数学的活動の
楽しさ，数学的な見方や考え方のよさを知り，それらを進んで活用する態度を育てる。

目

標 具体目標
(到達目標)

(1) 文字を用いた式について，目的に応じて計算したり変形したりする能力を伸ばと
ともに，連立二元一次方程式について理解し，それを用いる能力を養う。

(2) 基本的な平面図形の性質について，観察，操作や実験を通して理解を深めるとと
もに，図形の性質の考察における数学的な推論の意義と方法とを理解し，推論の過
程を的確に表現する能力を養う。

(3) 具体的な事象を調べることを通して，一次関数について理解するとともに，関数
関係を見いだし表現し考察する能力を養う。また，具体的な事象についての観察や
実験を通して，確率の考え方の基礎を培う。

数学への
関心・意欲
・態度

２５％
・目的意識を持って、授業に参加し、与えられた課題を解いている。
・提出物をきちんと完成し、期限を守って出す。
・数学に興味関心を持ち、自らの課題を見つけ、自主的に学習している。

数学的な
考え方

１５％

・数量，図形などについての基礎的な知識と技能を確実に習得するとと
もに，それらを活用することができる。

・数学的な見方や考え方を身に付け，事象を数学的な推論の方法を用い
て論理的に考察することができる。

数学的な
表現・処理

４０％

・文字を用いた四則計算ができ，数量の関係や法則を方程式などを用い
て表現処理したりすることができる
・図形の性質について推論の筋道を簡潔に表現したり，数量関係を的確
に表現したり数理的に処理したりすることができる。

観

点

数量・図形な

どについての

知識・理解

２０％
・文字式のはたらき，連立二元一次方程式，平面図形の性質，円周角と
中心角の関係，図形の証明の意義と方法，一次関数の特徴，確率の意味
などを理解している。

材 料 定期テスト・章末テスト・小テスト・提出物・授業態度 など

評

価

方 法 各評価材料を観点別に従って評価する。

使用教材 教科書（学校図書）、完全問題集（正進社）、その他プリント

学習形態 一斉授業を基本とするが、課題によってはグループ学習を取り入れる。

学校

・今日の授業で学ぶことを確認する。
・板書を丁寧に行い、復習しやすいようにノートに整理させる。
・具体的な事柄から抽象的思考へ発展させる。
・問題練習により学習の定着を確認する。

学

習

方

法

学

習

の

進

め

方
家庭

・５～１０問程度計算問題練習する。（計算力アップ、過去の復習）
・授業ノートに目を通し、授業内容を確認する。
・副教材を利用し、授業と類似した問題をといてみる。



年間授業計画

月 単元名・項目
授業

時数
学習のポイント

４

５

６

７

９

10

11

12

１

２

３

１．式の計算
（１）式の計算
①文字式のしくみ
②式の加法・減法
③式の乗法・除法
④式の値
（２）式の利用
①等式の変形
②文字式を利用した説明
まとめと問題

２．連立方程式
（１）連立方程式
①連立方程式とその解
②連立方程式の解き方

（２）連立方程式の利用
①連立方程式の利用
まとめと問題

３．１次関数
（１）１次関数
①１次関数
②１次関数のグラフ
③直線の式の求め方
④１次関数の利用

（２）方程式と１次関数
①２元１次方程式のグラフ
②連立方程式の解とグラフ
まとめと問題

４．図形の性質の調べ方
（１）平行線と多角形
①平行線と角
②多角形の角

（２）図形の合同
①合同な図形
②三角形の合同条件
③図形の性質の確かめ方
まとめと問題

５．三角形・四角形・円
（１）三角形
① 二等辺三角形
②直角三角形の合同

（２）四角形
①平行四辺形の性質
②平行四辺形であるための
条件

③平行線と面積

（３）円
①円周角
まとめと問題

６．確率
（１）確率

①ことがらの起こりやすさ
②確率の求め方
③いろいろな確率
まとめと問題

１６

１５

２０

１９

２２

１３

・単項式，多項式のしくみを理解する。
・同類項をまとめられるようにする。また,多項式どうしの加

法・減法ができるようにする。
・単項式どうしの乗法・除法，数と多項式の乗法，多項式と
数の除法，乗法・除法の混じった計算ができるようにする。

・等式を，指定された文字について解けるようにする。
・整数の性質が成り立つわけを，文字式を用いて説明できる
ようにする。

・２元１次方程式，連立方程式の意味と連立方程式の解の意
味を理解する。

・加減法，代入法によって，連立方程式が解けるようにする。
・やや複雑な連立方程式が解けるようにする。
・文章題を，連立方程式を用いて解けるようにする。

・関数，１次関数の意味を理解し，その特徴を式の形や変化
の割合でとらえることができるようにする｡

・１次関数のグラフは直線になることを理解し，１次関数の
グラフの特徴を利用して，能率よくグラフをかくことがで
きるようにする。

・直線の式をいろいろな方法で求めることができるようにす
る｡
・日常の事象の問題を,１次関数を用いて解くことができるよ
うにする。

・２元１次方程式と１次関数は，同じ関係を表していること
を理解する。
・連立方程式の解は，２つの２元１次方程式のグラフの交点
の座標となっていることを理解する。

・対頂角の性質，平行線の性質を理解する｡
・三角形や多角形の内角や外角についての性質を理解する。
・合同な図形の性質を理解する。
・三角形の合同条件を理解する。
・証明の意味及び仮定,結論の意味を理解する。
・定義の意味，定理とその逆について理解し，三角形に関す
る性質を証明できるようにする。

・二等辺三角形の性質を理解する。
・直角三角形の合同条件を理解する。
・平行四辺形の性質を確かめ，それを図形の証明に用いるこ
とができるようにする｡

・平行四辺形であるための条件を確かめ，それを図形の証明
に用いることができるようにする。

・平行四辺形，長方形,ひし形，正方形の関係を理解する。
・等積変形について理解する。
・円周角とそれに関する定理を理解し，それを用いて角の大
きさを求めることができるようにする。

・身近な事象を通して,統計的確率の意味を理解する。
・数学的確率の意味を理解し，簡単な事象の確率を求めるこ
とができるようにする｡

合 計 時 数 １０５




